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叫
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れ
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ず
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茶
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れ
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。
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れ
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適
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一
位
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関
係
公
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と
し
て
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E
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哀
準
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す
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と
を
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し
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叶
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れ
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叫
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。
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生
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表
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円
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に
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ず
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取
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、
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台
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ま
た
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の
忘
牟
キ
」
設
定
す
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こ
と
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双
ん
へ
の
号
亘
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
さ
ら
に
、
こ
の
基
平
に
よ
れ
ば
、
辺
地
の
政
治
性

の
あ
る
呆
功
に
関
す
る
一
円
一
誌
に
は
実
質
的
ー
は
百
円
基
準
か
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
川
、

一
応
の
解
決
が
肉
、
つ
札
る

}か
J

な
が
ら
、
}
デ
fr一2
心
身
も
A

把
持
す
る
よ
う
に
、

ν」
[
3
d
1
2
9

の
不
明
漣
さ
の
た
め
、
そ
三
、
悶
震
と
な
る
言
論
の

凶
段
階
平

λ
ト
の
と
の
段
階
の
カ
テ
コ
リ
?
に
局
「
る
か
こ
い
つ
F

判
断
は
人
に
r
士
一
て
川
容
に
お
る
た
め

九
円
辺
一
ー
川
な
解
釈
の
続
性
主
一

ヨ
づ
い
ご
1

〆
ま
列
立
一
一
ぐ
ん
の
り
、

L

F

一

l
i
b
-
J
}
〈

T
A

一
ア
ス
ト
が
必
ず
し
も
絞
A

p

川
な
通
時
を
阿
川
院
す
る
も
の
で
は
な
い
c

ま
た
、

ス
ト
が
先
例
に
た
き

、
佐
川
日
机
〕
/
し
い
る
れ
め
、
交
問
円
内
谷
い
叫
ん
川
町
析
に
な
ム
な
け
れ
ば
本
一
フ
ス
ト
の
主
義
が
た
わ
れ
る
山
佳
代
、
γ
あ
る

お
わ
り
い

j
八↓
Jω%
の
展
望

j

以
】
、

Z
2
2
判
決
の
ハ
刀
釈
を
巾
心
け
い
し
て
、
土
徒
の
表
現
の
一
口
市
川
の
法
却
が
当
判
叶
刊
を
そ
げ
て
と
の
上
つ
に
展
出
し
て
さ
た
の

か
を
与
察
し
た
結
論
的
に
は

部
品
円
で
で
き
る

jm一が
あ
る
と
は
い
え
、

露。同
mm
判
次
に
幻
げ
る
パ
l

徒
の
表
現
の
日
由
の
法
聞
は

取人法羊)fi3 (1-: lí~1 1:7 r2(ll':L S J 

キ
ム
ブ
ム
決
一
位
仁
関
係
公
い
と
し
て

}
E
T
ペ
哀
準
が
妥
当
す
る
こ
と
を
小
峻
し
て
い
る
が
、
皇
火
り
げ
が
で
の
テ
レ
ピ
カ
メ
ラ
に
映

ろ
う
と
}
た
叶
立
《

Z
R
T
の
半
ー
ヰ
ペ
日
デ
ム
(
寄
は
、

ア
レ
ピ
ム
い
う
公
共
の
直
波
を
厚
い
ご
、

μ
一
従
の
み
な
ら
ず
守
外
の
人
討
に
さ
ら
さ
れ
る

当
該
一
斉
一
請
が
学
校
公
認
の
↓
f

論
戸
~
と
泊
者
に
一
定
け
以
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
〆
い
ろ
刀
に
も
留
意
し
て
、

掛川
L
7
る
必
叫
が
あ
る
よ
う
い
忠
わ
れ
ゐ
。

J

も
小
川
ソ
勾

L

Jぬ
h
ソ、

慎
重
に
け

次
に
、
日
)
F
R

と
2

い
つ
い
て
は

本
主
準
は

生
徒
の
表
川
出
の
円
山
に
刈
ず
る
品
引
に
つ
い
て
の
判
配
制
明
治
を
取
り
込
人
さ
い
る
と

い
う
I
U
C
、
丸
山
間
と
も
整
台
性
が
あ
る
と
い
え
F

O

L

ま
た
、
そ
の
お

に
町
山
宮
広
三
百
代
一
判
沢
の
忘
牟
キ
」
設
定
す
る
こ
と

C
、
ゐ
J

アメリカ /L'~- ， i アほ l おける lHd: O) 表誌の'1ct1 ! 町ん"

ノU

表
現
活
動
に
つ
い
て
は
ハ
タ

l
ア
リ
ズ
刊
に
依
拠
し
た
緩
平
均
な
基
準
を
と
る
刀
て
、
牛
花
粧
人
の
一
(
一
三
叫
に
一
シ
い
て

川
一

は
、
式
上
、
l
義
的
な
絞
能
を
重
判
例
[
て
、
誌
も
一
一
口
ヘ
柄
引
町
主
主
的
と
一
訓
さ
れ
ゐ

H
E
T
H
判
決
り
志
半
の
下
で
成
格
に
高
木
村
J
q
る
と
い
う
内

符
で
あ
る
か
ら
、
学
校
制
と
生
花
制
双
ん
へ
の
号
亘
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
さ
ら
に
、
こ
の
基
平
に
よ
れ
ば
、
辺
地
の
政
治
性

の
あ
る
呆
功
に
関
す
る
一
円
一
誌
に
は
実
質
的
ー
は
百
円
基
準
か
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
川
、

一
応
の
解
決
が
肉
、
つ
札
る

}か
J

な
が
ら
、
}
デ
fr一2
心
身
も
A

把
持
す
る
よ
う
に
、

ν」
[
3
d
1
2
9

の
不
明
漣
さ
の
た
め
、
そ
三
、
悶
震
と
な
る
言
論
の

凶
段
階
平

λ
ト
の
と
の
段
階
の
カ
テ
コ
リ
?
に
局
「
る
か
こ
い
つ
F

判
断
は
人
に
r
士
一
て
川
容
に
お
る
た
め

九
円
辺
一
ー
川
な
解
釈
の
続
性
主
一

ヨ
づ
い
ご
1

〆
ま
列
立
一
一
ぐ
ん
の
り
、

L

F

一

l
i
b
-
J
}
〈

T
A

一
ア
ス
ト
が
必
ず
し
も
絞
A

p

川
な
通
時
を
阿
川
院
す
る
も
の
で
は
な
い
c

ま
た
、

ス
ト
が
先
例
に
た
き

、
佐
川
日
机
〕
/
し
い
る
れ
め
、
交
問
円
内
谷
い
叫
ん
川
町
析
に
な
ム
な
け
れ
ば
本
一
フ
ス
ト
の
主
義
が
た
わ
れ
る
山
佳
代
、
γ
あ
る

お
わ
り
い

j
八↓
Jω%
の
展
望

j

以
】
、

Z
2
2
判
決
の
分
析
を
巾
心
け
い
し
て
、
土
徒
の
表
現
の
一
口
市
川
の
法
却
が
当
判
叶
刊
を
そ
げ
て
と
の
上
つ
に
展
出
し
て
さ
た
の

か
を
与
察
し
た
結
論
的
に
は

部
品
円
で
で
き
る

jm一が
あ
る
と
は
い
え
、

露。同
mm
判
次
に
幻
げ
る
パ
l

徒
の
表
現
の
日
由
の
法
聞
は

取人法羊)fi3 (1-: lí~1 1:7 r2(ll':L S J 



，;~~ 

小
川
僚
ら
な
も
の
と
あ
り
、
そ
の
保
障
の
程
度
、
以
凶
作
の
判
断
は
、
そ
の
依
の
下
級
零
に
み
ら
れ
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れ
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す
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こ
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